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二戸市出身の国際的デザイナー
福田繁雄氏の創作。
中央にＩＷＡＴＥの頭文字｢Ｉ｣を

あしらい、それを囲む長円と丸は
会員の和を表わす。
色は県花の｢桐｣から紫とする。

謹んで新春のお慶びを申し上げます。

昨年中はひとかたならぬご支援とご厚情

を賜り、誠にありがとうございました。

本年も変わらぬご指導ご鞭撻のほどお願

い申し上げます。

昨年は第二次世界大戦が終結してから80

年が経ち、平和の尊さを改めて心に刻み、

これまでのあゆみに感謝しつつ、次の世代

またその次の世代へとより良い社会を引き

継ぐ責任をひしひしと感じる一年でありま

した。

８０年の平和の中で私たちは多くの恵み

を享受して参りました。しかし、昨今では

「大震災」や「パンデミック」といった試

練にも立ち向かい、今なお「復興」「研

究」と進み続けています。「平和」を新た

に見つめ直し、先人たちの苦労と努力の上

に築かれた現在に感謝し、一歩ずつ着実に

歩みを進めて参りたいと存じます。

この「平和」な日常をつなぐためにも、

一人ひとりが健康であることが何より大切

です。

本会でも新たに健康増進を目的とした

「ハイキング同好会」を結成し、高尾山に

て６月２２日に実施いたしました。当日は

天候にも恵まれ、景色を楽しみながら会話

も弾み、和やかな時間を過ごすことができ、

大変有意義な活動であったとの報告が挙

がっております。多くのイベントで世代を

越えた交流が盛んに行われ、久しぶりの再

会を喜ぶ声や、郷土の話題に花を咲かせる

光景が多くみられます。今年も「健康・親

睦・交流」を目的としたイベントを検討し

ております。直近では「新春懇親会」を２

月８日、「県人の集い」を６月７日に予定

しております。奮ってご参加ください。

未来を担う若人のため、「岩手県学生会

館」へ県産新米を１１月７日に贈呈しまし

た。上京してから故郷のお米を食していな

いと話す青年もいるようで、大変悦ばれま

した。

また「大船渡市山林火災」に際しまして、

皆様にご協力いただいた288,880円を大船

渡市に贈呈しました。

今後も故郷を離れ暮らす私たちが、ふる

さとを支える気持ちを共有し、温かな繋が

りと支援を大切にしていきたいと存じます。

結びに、本年も会員一人ひとりが心豊か

に、そして実り多き一年を過ごされますよ

う心からお祈り申し上げますとともに、本

会活動の推進に変わらぬご支援・ご協力を

お願い申し上げ新年の挨拶といたします。
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岩手県東京事務所長 高橋孝政(花巻市出身）

昭和63年４月 岩手県庁入庁

令和６年４月 岩手県東京事務所長
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新年を迎えて

岩手県東京事務所

所長 高橋 孝政

明けましておめでとうございます。
岩手県人連合会の役員をはじめ会員の皆様におかれ

ては、日頃から、ふるさと岩手の発展・振興のため、
あらゆる分野において御支援、御協力を賜り、厚く御
礼を申し上げます。
昭和50年に郷土愛に根ざした会員の親睦と福祉の増

進を図り、郷土岩手の発展に寄与することを目的とし
て結成されて以来、関係各位の御努力により数々の成
果を挙げ、着実な歩みを続けてこられましたことに、
改めて深く敬意を表するものであります。

また、昨年２月に発災した大船渡市の林野火災から
の復旧・復興に際しましても、多大なお力添えをいた
だいておりますことに、改めて感謝申し上げます。
今年の３月には、東日本大震災津波から15年となり

ます。

昨年開催された2025年日本国際博覧会「大阪・関西
万博」では、国内外に向け、これまでの復興支援への
感謝を伝え、復興する被災地の姿を発信したところで
すが、震災の事実と教訓を未来に伝承していくことは、
今後、益々重要となっていきます。わが国を代表する
震災学習拠点である陸前高田市の「東日本大震災津波
伝承館」などでの取組みはもちろん、引き続き市町村
や沿岸の多くの企業と連携しながら、東京からも、復
興の姿を力強く発信していきます。

県オリジナル水稲品種「白銀のひかり」が昨年10月

にデビューしました。県北地域の生産者の要望を受け、
県が10年の歳月をかけて開発したものです。
「銀河のしずく」ゆずりの輝く白さと、ふっくらと

した粒立ちが特徴で､｢金色の風」や「銀河のしずく」
と並ぶブランド米として、多くの方々に広く知ってい
ただき、新しい食卓の主役として美味しさを実感して
いただけるよう、取組みを進めていきます。

海外では、ロサンゼルス・ドジャースの大谷翔平選
手の３年連続ＭＶＰ受賞や３月に開催されるＷＢＣへ
の参戦をはじめ、同じくドジャースの佐々木朗希選手、
ロサンゼルス・エンゼルスの菊池雄星選手などが活躍
し、国内外から岩手への注目が高まっています。
また、本県へのクルーズ船の寄港数が過去最多を更

新するなど、国内外との交流が活発になっていること
から、県としては、「岩手の自然、岩手の日常、岩手
の人々の価値や魅力」について、これまで以上に、国

内外への発信を強化していきます。

結びに、岩手県人連合会の益々の御発展と、本年が
皆様にとって明るい年となりますことを御祈念申し上
げますとともに、引き続き、ふるさと岩手の発展・振
興のため、御支援を賜りますようお願い申し上げ、新
年の御挨拶といたします。
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在京一戸人会は令和7年6月15日に東天
紅上野店にて第52回総会・懇親会を開催
しました。一戸町から小野寺美登町長は
じめ議会議長、商工会議所、関係者のご
臨席を頂いて盛大に開催し、総会では役
員改選があり、坂本会長が退任し新会長
に金田一榮さんが就任しました。
懇親会では梅垣昭三商工会副会長の音

頭で始まり、小野寺町長より町勢報告等
があり真剣に傾聴しました。

故郷一戸町では8月に入り祭りの季節と
なり、いちのへ灯籠祭りが開催されまし
た。
令和8年総会・懇親会は6月21日を予定

しております。

加盟団体だより
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「ふるさと交流祭り」今昔物語
昭和６３年、都内で第１回目の「ふるさ

とふれあいフェスティバル」を開催した。
村出身の集団就職者や出稼ぎ者と田舎の両
親等による年に一度のお祭りだ。田舎の食
材を楽しみ、村の郷土芸能や踊りを楽しむ
贅沢な時間である。

令和7年、あれから38年、｢ふるさと交
流まつり｣と呼び名も変わり、会場も広く
きれいで立派になった。今は県人連合会や
県内外のふるさと会の方がたの参加を頂き、
例年約200名を超える参加者である。田舎
の食材はブース販売となり、テーブルには
東天紅のおいしい料理が並ぶ。だが盛大に
なったら、素朴であった頃の手造り感が懐
かしく思うのは贅沢な悩みか。
少子高齢化はここにも影を落とし、我ら

高齢者にはあのような力はもう望めない。
正に若者、よそ者、馬鹿者パワーで走り抜
けてきたのだ。
この先はシタタカな老人力で泥亀のように
歩もうではないか！
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故郷、雫石町では70周年の祝賀にふさわ
しい諸事業が挙行されています。これまで
本会として50周年記念時には雫石駅広場に
『銀杏』を、60周年時には道の駅「雫石あ
ねっこ」に『桜』を記念樹として贈呈して
きました。そこで、町友会として新生雫石
町70周年の祝賀と故郷との『絆』の継承・
深化・発展することを願い、記念樹を贈る
こととしました。

11月29日、町当局・岩手県緑化推進委
員会雫石支部のご配慮により、『しずくい
し七ツ森ワークショップ2025』の事業の
一環として『新生雫石の70周年』記念樹
『ツツジ』の植樹祭をさせていただきまし
た。

当日、未来社会からの留学生、七ツ森小
学校の子たちをはじめ、学校運営協議会、
自治会等のご協力のもと、宮沢賢治の童話
で有名な『七ツ森』に植樹できたことは、
本会としてこのうえない悦びです。
今後、それぞれの記念樹が、故郷・雫石

町と在京雫石町友会の『絆』のシンボルと
して雫石盆地の肥沃な土、清らかな水、清
澄な空気の下、末永く逞しく成長すること
を会員一同願っています。
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令和7年も9月13~15日軽米秋祭りに在京
軽米会･軽米高校同窓会東京支部5名と地元
６名の11名で参加しました。13日は小雨
まじりでしたが、山車引き(上新町からエ
ントリー)に5名で参加して、お祭りを盛り
上げました。14日は好天になり｢軽米音頭
流し踊り｣が行われ、開会式の集合場所に
は10団体350名が集まりました。

今回はハイキューの
聖地でもある軽米らし
くハイキューファンの
団体も参加し、軽米音
頭にオリジナル踊りも
交えて、にぎやかで楽
しい時間を共有できま
した。町民との繋がり

の大切さをひしひしと感じました。
また、在京軽米会では、毎年２月中旬ご

ろ｢かっけを食
す会｣を開催し
ております。
都内で軽米の
ソウルフード
である｢かっ
け｣｢ひっつみ｣
｢せんべい汁｣等々、｢郷土料理を食べなが
ら一献かわしましょう｣という趣旨のイベ
ントを開催しております。他団体・個人参
加も受け付けておりますのでよろしくお願
いします。

会員･来賓の皆さんは、拍手喝采で堪能
していました。

総会には、高井理史さんのご両親や、
高井さんの通う大学の柴田先生、そして
普代村の地域おこし協力隊員の2名の方々
にも参加いただき、新たな動きが出てき
ました。
普代村も人口減少に負けず、明るく活

力ある村づくりに取組んでおり、ふるさ
と会もそれを様々な形で支えて行きたい
と思います。また、村に移住した会員に、
今回も総会に参加いただきました。今後、
村への移住者が増えて、村と当会の親密
化・活性化に寄与していただくことが期
待されます。
今後は、近隣市町村や盛岡地区などの

ふるさと会との連携も積極的に進めて、
普代村に限らず、郷土の活性化に寄与し
てまいります。

三陸沿岸は海産物の宝庫で、ウニ、アワ
ビ、ワカメは全国的にも有名です。
毎年東京での同窓会は、6月最終土曜日

に開催しており、大勢の卒業生が参加しま
す。着席してすぐお酒が飲める楽しい会で
す。
その他に年に1回、「ふるさとの味を楽

しむ会」を都内のレンタルキッチンで開催
しています。自分たちで材料を持ち寄り、
ふるさとの料理を作って好きなように食べ
て、故郷の話に花が咲きます。
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明けましておめでとうございます。
第38回「ふるさと矢巾会の集い」を令和

7年10月25日（土）四ツ谷主婦会館プラザ
エフにて開催し、会員35名、矢巾町から高
橋町長をはじめ、商工会会長等、また、岩
手県東京事務所高橋所長、近隣ふるさと会
の役員の皆様のご参加を頂き盛会に開催す
ることができました。
アトラクションでは、菊詩会による岩手

県の民謡・民舞が披露され、ふるさとを語
りながら親睦を深め、想い出となる懇親会
となりました。
次回の総会・懇親会は令和8年10月31日

（土）四ツ谷主婦会館プラザエフにて開催
を予定しております。
今後も矢巾町と連携しながら人的・物的

交流を行い、若い世代の会員を増やすこと
を進め、会を盛り上げて行きたいと思いま
す。
本年もどうぞよろしくお願い致します。
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久慈高校は久慈市、野田村、洋野町、普
代村等の周辺地区から通学する生徒がほと
んどです。

NHK連続ドラマ「あまちゃん」の舞台
となった久慈市小袖地区は、今も観光客で
賑わっています。
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令和７年「ふるさと普代会」総会を10月
26日に開催、総勢66名ほどの参加で盛会
でした。音楽グループ「新☆ハッピー＆ブ
ルー」と普代村出身の高井理史さんの歌声
と、会員とのデュエットもあり、会場は大
いに盛り上がりました。
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明けましておめでとうございます。
「第34回葛巻ふるさと会総会懇親会」は
令和7年1月26日にアルカディア市ヶ谷に
て会員58名、鈴木町長はじめ町からの関係
者、岩手県東京事務所、岩手県人連合会、
近隣ふるさと会の皆様のご出席を賜り、総
勢80名と盛会に開催されました。
また令和7年7月15日には町政70周年記

念式典が開催されました。それに伴い、ふ
るさと会では会員の皆様から記念植樹の寄
付を募り「しだれ桜」を①新庁舎「くずま
～る」落成記念（正面駐車場内）②くずま
き高原牧場 ③クズマキワイン ④グリン
テージ運動公園 ⑤くずまき道の駅の5か所
に植樹を致しました。

成長し花を咲かせ、いつの日か「しだれ
桜5か所巡り」と言った様な葛巻町の観光
名所になったらと思います。皆様も是非葛
巻町を訪ねご覧頂けましたら幸いです。
本年も皆様のお力添えを頂きながら葛巻

ふるさと会を盛り上げて参ります。
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で学んだ宝』で始まりました。解り易く奇
知に富んだ話で、大変好評でした。また、
懇親会の中で、2009年夏の高校野球県予
選、菊池雄星の花巻東との母校の決勝戦の
模様が元野球部の方の解説付きで上映され、
今後の野球部の活躍に期待を膨らませまし
た。懇親会の締めは、例年通り、声の限り
に校歌斉唱でした。

母校は、近年の全国高校総体での女子山
岳部の上位入賞、総合文化祭放送部門最優
秀賞、全日本合唱コンクール金賞など、輝
かしい成績を上げています。当会会員も、
このような生徒たちの活動を応援するため
の寄付金の協力も行いました。また、当会
の活動として、歌の祭り、ゴルフ会、白堊
芸術祭などが定着し、会員相互の親睦・交
流がなされています。
今後とも若手の同窓生の発掘に努めなが

ら、当会の活動を繋げていきます。
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明けましておめでとうございます。皆様
にはますますご健勝のことと存じます。
さて、昨年６月、第29回岩手町ふるさと

会総会・懇親会を無事開催することができ
ました。多くの会員が参加し再会を喜び、
来場された皆様からは、｢皆さんと和やか
なひと時を過ごす事ができ、元気をもらえ
た。｣など、温かい言葉が数多く寄せられ
ました。

令和8年度の総会は、6月に開催予定と
なっており、開催に向けて準備を進めてい
きたいと思います。
これからも会員各位のご健康とご活躍を

心から願っております。
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明治記念館で6月15日に開催された令和
７年総会では、年間計画・予算等と盛岡市
へ「令和6年8月豪雨被害」復旧のための寄
付金を贈ることが決定されました。寄付金
については、令和6年10月の盛岡ふるさと
会で当支部村上会長が同席となった内館茂
市長から被害状況等をお聞きしたことが発
端です。

7月14日に村上会長が盛岡市役所を訪れ、
義援金目録を内館市長にお渡ししました。
盛岡市から「感謝状」をいただきました。
また、この事は翌日の岩手日報に掲載され
ました。微力ですが、盛岡市のお力になれ
たのなら、大変うれしい限りです。

Ằ ᴎώϥήρᵓ
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我が東京盛岡ふるさと会は、昨年10月に
総会・懇親会を開催しました。
併せて開催した講演会では、盛岡一高出

身の映画監督、大友啓史様から｢世界と地
域を結ぶ、映像文化の魅力｣について御講
演いただきました。監督は、ＮＨＫ大河ド
ラマ｢龍馬伝｣や映画｢るろうに剣心｣シリー
ズなどの話題作を次々と手掛けられていま
す。昨年9月から公開の｢宝島｣は、これま
で広く知られてこなかった戦後の沖縄社会
に焦点を当てた作品であり、この作品に込
めた思い、また東日本大震災を経てのふる
さとに対する思いなどのお話に、参加者一
同引き込まれました。今後も監督の御活躍
が期待されます。
当会も、ふるさと盛岡を愛する人達との

交流を通じて、盛岡発展の一助となるべく
一層の歩みを進めてまいります。
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「第19回八幡平ふるさと会の集い」は、
5月25日にアートホテル日暮里ラングウッ
ドで開催しました。集いには八幡平市長を
はじめとした来賓8名を含む、合計152名が
参加しました。(前年は136名）
今回は八幡平市出身、スキージャンパー

小林陵侑選手からのメッセージをスライド
で映し出しました。会場内ではふるさとの
物産販売があり、また地元企業11社から協
賛品を提供して頂き実施した｢福引抽選会｣
も大変盛り上がると共に、ふるさとを満喫
することができました。
令和7年は、西根町・安代町・松尾村が

合併して八幡平市となってから20周年の佳
節を迎えました。ふるさと会の集いは一年
遅れで次回で「第20回目」となります。
令和8年の集いは今回以上の参加者にな

るようにけっぱります。

∕Ằ ᵓ
ᵓ Ỳ◓ ֵ

2025年は、トランプ大統領の就任によ
る国際政治の緊張化で始まりました。そん
な中で、第56回在京白堊会総会は、5月10
日に、140名強の参加で、昭和49年卒の村
上雅人氏の講演会『自彊息まず―盛岡一高
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在校生の今後の活躍を祈らずにはいられ
ませんでした。大いに期待したいと思いま
す。

さて総会では令和6年度秋の叙勲を受章
された3氏が紹介されました。
伊藤昇氏 旭日双光章(社会福祉功労)

機械科 昭和29年卒
中村久之氏 瑞宝双光章(消防功労)

電気科 昭和48年卒
伊藤勉氏 黄綬褒章(業務精励)

電気科 平成3年卒
受章されたお三方からの受章のお言葉をお
聞きし、地道に活動され現在に至ったこと
家族、同僚の支えなど感謝の意を述べられ
ていました。私共同窓生としても誇りに思
いました。
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令和7年10月26日(日)、令和７年度滝沢
ふるさと会総会・交流会を会員及び来賓の
方々など１５名の参加のもと、新宿区新宿
三丁目の「リストランテベニーレベニー
レ」にて開催しました。当日は首都圏で大
学生活を送る若手会員も参加し、ふるさと
滝沢の話題に花を咲かせるなど大いに盛り
上がりました。

交流会では、滝沢市出身のお笑いタレン
ト村民代表南川さんをゲストに招き、お笑
いステージが披露され、「一人だけ市制施
行に失敗し現在も村民代表です！」の言葉
を皮切りに会場は笑いに包まれました。
今後もふるさと滝沢の振興発展のため、

人と人との交流や物産等の交流活動などを
進めていきたいと考えております。
結びに、今後も読者の皆さまとのつなが

りを大切にし、有意義な交流が続きますよ
う心からお祈り申し上げます。

ᵓ Ằ◦
ḅⱧ ׅ◓

51ᵕΤϣ ḅⱧ ІЌ˔Е
｢第51回東京支部総会･懇親会｣は6月28日

に東京ガーデンパレスで開催し、新幹事長
として私、水野悦子が承認を受け初仕事と
なりました。
来賓として本部役員、本校校長、盛岡市

東京事務所長をお迎えして総勢94名。当日
上京されていた内館盛岡市長が合間を縫っ
て登壇下さるサプライズもありました。
懇親会では大船渡市出身の演歌歌手｢大

沢桃子さんによるミニコンサート｣で華や
かな色に包まれて盛り上がり、「似顔絵
コーナー｣では描き手との会話も楽しみな
がら似顔絵の仕上がりに満面の笑みを…。
ご出席の皆様には和やかに賑やかに…元

気を持ち帰っていただけました。大沢桃子
さんには最後の記念撮影にもご同席いただ
き印象深い記念の一枚となりました。

令和8年も同会場で「総会・懇親会」を
開催予定です。
より多くの会員皆様にご出席いただける

よう、尽力して参りたいと思います。ご協
力、宜しくお願いいたします。

Ῥ ᵓ Ằ◦
◦ ᴧ Ⱶ

我が盛工同窓会東京支部結成は昭和28年
6月とされていますが、古くは大正時代か
ら首都圏を中心に同窓の集いがあったと聞
いています。
昨年の10月に新役員体制となり、同窓会

東京支部の会員数増と会の活性化のため奮
闘しております。手始めに新役員３名(支
部長嘉倉治、副支部長 ホラス由美子、事
務局長 十二林三郎)で盛工同窓会・体育後
援会(本部)の総会(7月5日ホテルサンセール
盛岡)に出席させていただきました。総会
の前に３人で盛岡市羽場にある母校を何十
年かぶりに訪問させていただきました。
歴史と伝統ある校歌の石碑「作詞 土井晩

翠 作曲 山田耕筰」や各科の実習棟、増設
された研修棟、運動場など大変興味深く見
学できました。

Ằ ┴ ᵓ
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1926年に岩手中学校として開校した母校
は今年、創立100周年という記念すべき年
にあたります。南部藩士を父に持つ創立者
の三田義正が唱えたのは教育を通じた人格
形成の大切さです。その教えは私たち同窓
生の間に確実に刻み込まれていると言える
でしょう。

昨年10月に開かれた「総会・つどいの
会」には実業家、医師、声楽家、映画プロ
デューサーなど各界で活躍する多くの卒業
生が集まり、会場には多様な人生の選択を
称えるという空気が終始流れていました。
これこそ人格形成に軸足を置いた母校の教
育の成果ではないでしょうか。国立音大教
授を務めた声楽家の瀬川武さんがサプライ
ズで披露したナポリ民謡には会場総立ちで
万雷の拍手が送られ、結束の強さも示され
ました。
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令和7年を振り返ります。
2月1日(土)に、総会・懇親会を東京グ

リーンパレスにて開催しました。盛岡の母
校から木村校長や藤原同窓会長が参加し、
音楽部会のバンドの演奏や、エール、校歌
斉唱で盛り上がりました。

５月11日(日)岩手県人連合会主催の献血
奉仕活動に、支部会長とともに大学生２名
が参加しました。大学生の参加は鵬同窓会
ならではの活動です。
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令和７年も岩手県人連合会の新春の懇親
会、北上市の企業懇談会、近隣のふるさと
会、岩手日報社主催のイベント等に参加し
ました。
大江戸探索会は、117、118回と伝統行事

になっております。山登りの会では10月2
日も三国山に登りました。
第33回目の｢北上ふるさと会｣は11月8日

(土)に東京ガーデンパレスで開催され、北
上市から市長さんはじめ多くの方が参加さ
れました。

また令和8年1月30日には、北上ふるさと
会産業人会主催で法政大学理工学部共催と
いうかたちで、｢人工知能の現状と展望｣の
講演会を企画しております。

9月17日には、会報｢在京きたかみ｣第23
号をネットで掲載いたしました。詳細は
｢北上ふるさと会｣のホームページをご覧く
ださい。
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ぱいに広がり、何周にもわたって｢甚句踊
り｣を踊ってふるさとのまつりの世界を、
東京のど真ん中で再現してたいへん盛り上
がりました。また、江刺・梁川の庭元に25
年通って鹿踊りを伝授された｢金津流横浜
獅子躍｣吉田代表も参加しました。

さらに、衣川出身の落語家の桂枝太郎師
匠が総会の司会を務め、懇親会でも落語を
一席披露していただくという豪華なプログ
ラムで、江刺のみならず奥州市誕生20周年
を祝う思いをこめた、若さあふれる集いに
なりました。参加者は次回の年祝連｢紫粋
伝｣会長の音頭で万歳三唱、｢甚句まつり｣
での再会を約束して散会しました。

高い音曲を奏でながら町内を巡り、夜には
駅前通りに集合し｢揃い打ち｣、太鼓や笛を
打ち鳴らす｢相打ち｣など、豪華絢爛な演奏
を披露して終了しました。
ほぼ毎年帰省し見てきましたが、今回は

長沼町の方々との親交を深め、また伝統行
事を堪能して帰宅しました。皆さんも是非
お訪ねください。

ᵓ Ằ◦ (Κϋϥᵓ)
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第70回水農東京支部あひる会を例年通り
喜山倶楽部にて、令和7年5月24日(土)12時
より行いました。
水農は創立122年の伝統校ですが、近年

は農業離れが酷く、生徒数が少なく困って
いる様子でした。農業高校も時代が変わり
若い人たちの農業離れが多くなり、今後農
業従事者が益々少なくなる事が心配です。
日本の田畑面積は小規模が大半ですが、

水農笹森開校当初は田畑面積を大きくして、
機械で田植えをしないでヘリコプターで種
子播き、刈り取りは大型コンバインを使用
した記憶がありますが、学生数が少なく
なって変わった様子です。
最近はコメ価格問題で農水省で農業の見

直しがされており、農業離れが少し改善さ
れて来た感じがして少し安心して居ります。
ドジャースで活躍している大谷翔平選手

が、岩手県奥州市出身ですので、特に楽し
くテレビ新聞等を見て自分の事のように楽
しんでいます、今後の活躍を祈っています。
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奥州市より｢日高火防祭｣のご招待を頂き、
久しぶりに帰省しました。
故郷に春を告げる奥州市(旧水沢市)の伝

統行事である｢日高火防祭｣が4月26日に開
かれました。前日には、水沢市と姉妹都市
の北海道長沼町の方々の歓迎会も行われ、
前夜祭の一幕を飾りました。

これは1887年に水沢人の吉川鉄之助氏が
北上川を石巻に下り、函館･札幌･夕張河畔
の開拓に入った事が縁となり、現在も交流
中にて｢北海道長沼町｣との歴史背景がお祭
りに花を添えていました。
さて当日は、昼の部は7台の屋台が集合

し拝礼式が行われました。屋台には着物姿
の女児、笛や太鼓等の演奏者が乗り、格調

ḵ ‰ ḩ ί ᵓ
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令和7年8月8日(金)岩谷堂高校同窓会(本
部)総会が地元にて開催されました。学校長
が助川剛栄先生に代わり生徒の個性を生か
した学習と自己の進路志望を深めて行く事
を重視していると強調されました。
本校は、昨年全国初の総合学校としてス

タート致しまして、各方面から注目を浴び
ている所でございます。
また、創立107年目を迎え、卒業生の一

人として気持ちを新たにし、関東圏同窓会
の会員拡大を掲げ、更なる飛躍を図りたい
と思います。
関東圏同窓会総会開催(3月)に向けて準備

会を開催し取り組みをいたします。

６月15日(日)には新人歓迎会を開催しま
した。関東に進学した高校を卒業したばか
りの60回生や、関東に赴任した後輩たちを、
美味しいランチでもてなしました。大学生
のいまハマっていることや、社会人の先輩
たちの仕事内容など、話題は尽きませんで
した。
次回の総会･懇親会は令和8年2月7日(土)

に、東京グリーンパレスにて開催します。
アトラクションとして都内で活動している
さんさ踊りの会(同窓生含む)をお呼びし、
踊りを披露してもらう予定です。みんなの
踊りの輪が広がり、参加者が増えることを
祈っています！

 ▼ώϥήρᵓ
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奥州市20周年を祝う｢令和７年江刺ふる
さとの集い｣開催！

11月1日、銀座ライオン七丁目店におい
て｢令和７年江刺ふるさとの集い｣が55人の
参加で開催されました。江刺ふるさと会が
応援している｢江刺甚句まつり｣から今回も
42歳の年代連｢心舞連｣のみなさんを招聘し
てオリジナル演舞を舞っていただくととも
に、フィナーレで参加者全員がホールいっ
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令和7年度の総会懇親会は、7月6日(日)
アルカディア市ヶ谷(私学会館)で開催され
ました。懇親会余興では村に縁のある、川
崎市在住の歌手による歌謡ショーとカラオ
ケを楽しみました。会場では郷土の物産販
売も行われ例年どおり完売するなど、品物
を手に大喜びをしている会員の様子を見る
と、役員の一人として大変嬉しいものがあ
ります。参加された方には心から感謝して
います。

7月半ばには、ふるさと会顧問で田野畑
村名誉村民の工藤裕弘先生が逝去され、会
にとっても村にとっても大切な先輩を失い
残念でなりません。

10月には幹事会の席上、東京大学の学生
による｢田野畑村の未来について｣のヒアリ
ングがあり、改めて過疎地について考えさ
せられました。また、岩手県人連合会ゴル
フ大会では我が田野畑チームが準優勝をし、
女性会員の一人が個人女子で優勝するなど
充実した一年になりました。
令和8年度の総会懇親会は、7月4日(土)

故郷田野畑村の｢ホテル羅賀荘｣での開催を
予定しています。ふるさと田野畑の良さの
再確認と、新たな発見があればと願ってい
ます。

初のアトラクションで、日本フラメンコ協
会理事も務められている宮内さんが率いる
フラメンコチームがスペインの伝統舞踊を
熱く情熱的にご披露くださり、開場のボル
テージは一気に上がり、毎年大盛り上がり
の「お楽しみ抽選会」へと続きました。
しばしの歓談を挟み、最後のアトラク

ションはオペラの本場イタリア・ミラノで
数々の舞台経験を積んでこられ、現在ご出
身の岩手町ふるさと大使も務められている
歌手の柴田泰孝さんにオペラをご披露いた
だき、皆さんがご存じの歌を中心に歌って
くださいました。フィナーレは三陸観光音
頭をご参加いただいた皆さんで輪踊りして、
ふるさと山田と遠く離れた欧州の文化融合
のごとく大変情熱的な会となりました。
会を盛況に終えることができ、安堵の気

持ちとともに、新年度もより多くのふるさ
と山田の皆さんに、喜んでもらえる会にで
きるよう励んでまいりたいと思いました。
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私たち東京岩水会は昨年9月に第102回目
の同窓会を終えることができました。

｢102回｣という数字は、単なる回数では
ありません。そこには、先輩方が築いてこ
られた絆と、後輩たちが受け継いできた思
いが、時代を超えて積み重なっています。
関東大震災、戦争、復興、高度成長、東北
大震災そして令和の今に至るまで、幾度と
なく社会が揺れ動く中でも、岩水会の同窓
会は途切れることなく続いてきました。
私たちは、同窓会を｢再会の場｣であると

同時に、｢継承の場｣と捉えています。懐か
しい顔ぶれとの語らいはもちろん、母校の
歴史を振り返り、次世代へと思いをつなぐ
時間でもあります。
他会の皆さまにおかれましても、それぞ

れの形で同窓の絆を育まれていることと存
じます。私たちも、皆さまの活動に学びな
がら、より温かく、より開かれた会を目指
してまいります。
同窓会は、年齢も立場も越えて｢ただの

仲間｣に戻れる貴重な場です。そして、何
より｢続けること｣こそが、最大の力だと実
感しています。東京岩水会はこれからも、
世代を超えた笑顔が広がっていくことを
願っております。
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平成30年に門前仲町・佃島界隈の散策を
実施してから、コロナ禍等で中断していた
散策を7年ぶりに10月28日横須賀で実施し
ました。
京急汐入駅に集合して、ドブ板通り散策、

記念艦三笠見学、クルーズ船で軍港めぐり
をする計画で参加者を募ったところ、8名が
参加することになりました。
ところが、実施の5日前になって｢トラン

プ米大統領来日に伴う警備の都合上、総合
的な判断のため、軍港めぐりは欠航となり
ました。｣とクルーズ船運航会社から連絡が
入り、散策のメイン行事ができなくなりま
した。一瞬｢散策中止｣が頭をよぎりました
が、すぐに代替コースを検討して航路で猿
島に渡り、島内散策をすることにしました。

当日は天候にも恵まれて、多くの警察官
が集まり警備が強化されたなか、ゆったり
と横須賀の軍港の雰囲気を感じながら散策
を楽しむことができました。最後は駅前の
居酒屋で散策の余韻を味わいながら懇親会
を行い、解散しました。
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明けましておめでとうございます。
令和7年6月15日｢第36回ふるさと山田同

郷の会･懇親の集い｣を東京ガーデンパレス
にて約150名のご参加を賜り開催しました。
人気の郷土物産販売では、受付開始前か

らお目当ての物産品をゲットするために並
んでいる方も多く、開場とともに物産コー
ナーが賑わいを見せていました。

開会して、まず町職員からふる里情報の
報告があり、続く｢定期総会｣では全議案が
可決されたのち、｢懇親の集い｣に入ると最
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第40回｢岩泉町ふるさと会･懇親会｣を令
和7年6月22日(日)パラリゾーツ池袋グレー
スバリ･アロナで開催しました。当日は湿
度が高い真夏日で体調不良によるドタキャ
ンが続出し､27名での開催となりました｡

総会は、故郷(岩泉町)町政･トピックス
を詩情豊かに町の政策推進課が行い､ふる
さと会活動報告はコンパクトにパワーポイ
ントで映像を駆使して伝えました。宴会は、
皆さんが十分に会話･コミュニケーション
が取れるように時間配分をしました｡アト
ラクションは外部から招聘の余裕がないの
で､カラオケ大会で盛り上げました。
今回から事務的処理を町の政策推進課で

担ってもらう事となり､経済的･作業的にも
楽になりました｡
令和8年度の総会･懇親会は季節の良い

秋､10月25日(日)「山崎製パン企業年金基
金会館」で開催予定です。
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2025年の「総会・懇親会」は9月28日、
66名の参加者を得てアートホテル日暮里ラ
ングウッドで開催しました。遠くは愛知県
や地元大原からの参加者もあり、前年の54
名から12名の増加でした。50代の新しい参
加者も複数あり、今後の楽しみが増したこ
とは何よりでした。
恒例の物販も大原産の新米（２㎏８００

円！）、乾椎茸、梅干、ピーマン味噌、う
すかわまんじゅうを取り揃え、好評を博し
ました。
冬の水かけ祭り、夏のだるま祭りという

「暴れ祭り」で育んだ気概、熱い心意気を
忘れず、これからもふるさと大原との連携
を図り活動に邁進します。

(８)

図書館における読書は人々の心を豊かに
し、子どもたちの未来を育む上で欠かせな
いものです。図書館は子どもたちが知識を
深め、郷土への愛着を育む大切な学びの場
です。

130周年にふさわしい寄付は、子どもた
ちが故郷で学び、成長できる環境をつくる
ことが目的です。少子高齢化で疲弊してい
る故郷の再興に貢献する人材が育ち、将来、
故郷に舞い戻って活躍することを願ってお
ります。
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釜石高校同窓会関東支部の第19回総会・
懇親会を10月19日東京ガーデンパレスで開
催しました。母校本部から澤田同窓会長、
田鎖校長、そして上飯坂事務局員の３名を
お迎えし、関東地区在住の会員と合わせて
総勢60名が集まりました。懇親会では平成
26年卒の川崎優菜さんの歌謡ショーを行い、
終盤では昭和31年卒（今年米寿！）村上英
彦さんによるエール交換で会を盛り上げて
頂きました。最後に今回参加卒業学年で最
古だった昭和31年卒年次幹事である水上護
さんの中締めで盛況裏に終了しました。

次回（2年後の開催）は20回目という節
目の会となります。参加された方々に元気
を与えることが出来る会であることを目標
に活動して行きたいと思います。
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令和7年度総会･懇親会を10月19日(日)、
銀座アスター三軒茶屋賓館で開催いたしま
した。菅原智広岩手日報社東京支社長、菅
原由幸一関市千厩支所長はじめ多数のご来
賓の出席を頂き、なつかしいふる里会員の
皆様と楽しい一日を過ごすことができまし
た。

懇親会は千葉昭子様の見事なオカリナ演
奏と早稲田大学グリークラブの村上彩人様
(令和５年度ＮＨＫのど自慢チャンピオン
大会で準グランプリを受賞)の自慢の声で、
会場はたちまち歌声の園になっていきまし
た。
散会の後は、世田谷区役所三軒茶屋分室

の前庭で催されている第30回青空ふれあい
フェステバル(千厩町物産展で18～19日開
催)へ移動して、おいしい“はっと”で樽酒を
いただいたり、リンゴや野菜などを買い求
めました。千厩高校農場で収穫された新米
“金色の風「山仰米」”は、大好評で初日で
完売しました。
なお、総会に併せて会報｢せんまや第17

号｣を発行しました。
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第40回釜石はまゆり会の集いを令和7年6
月21日に東天紅上野店で開催しました。

40周年という節目でもあり創立40周年記
念誌を作成し、小野共釜石市長から「40周
年に寄せて」のお言葉をいただきました。
地域芸能団体所属市職員有志による、『釜
石虎舞』と、釜石出身の駒幸夫さんによる
トーク＆三味線をご披露いただきました。
釜石虎舞は、来場の殆どの方々が立って、

手拍子やお囃子の掛け声をかけたりと大変
な盛り上がりでした。
また、釜石物産店、釜石ゆかりの品々の

福引会、釜石の町の歴史写真パネルの展示
なども行いました。
これからも更に会員相互の親睦と啓発を

図り、郷土の発展に少しでも寄与できるよ
う願っております。
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『大槌町鎮魂の森「あえーる」の完成記念式
典を開催しました』
表題の様子が記されている大槌町の広報

誌「おおつち」の記事を皆様にご紹介いた
します。

『令和5年度に着工した大槌町鎮魂の森「あ
えーる」が本年7月をもって完成し、8月5
日(火)に完成記念式典を開催しました。当
日は、町長をはじめ町関係者、町議会議員、
各町内会の役員など約60人が出席。平野町
長は、「震災の記憶を後世に伝えるととも
に、犠牲者への祈りと震災復興の支援に対
する感謝の場として未来への希望を抱き続
ける決意がこめられております」とあいさ
つしました。また、愛称考案者の表彰も行
われ、考案者の伊藤正治さんは「この場所
でいろんな思いを語り合ってほしい、さま
ざまな思いがここで出会ってほしい」と願
いを語りました。式典終了後は、多くの遺
族が訪れ、芳名碑の前で静かに手を合わせ
ていました。そして同月15日のお盆の夜。
完成を記念して追悼の花火を打ち上げまし
た。訪れた人達は夜空を見上げ、1286発の
花火に思いをはせました。』
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第28回｢みやもりふるさと会｣は令和７年
7月13日(日)に御徒町の｢吉池食堂｣で開催さ
れました。いつもは6月の日曜開催でしたが、
今回は夏場の7月開催となったにも関わらず、
60名超の参加者が旧交を温める賑やかな会
となりました。
年初より｢令和の米騒動｣とも言われる米

不足の最中でしたので｢宮守棚田ファンクラ
ブ｣の会員募集が話題となりました。これは
年会費1万円コースで会員になると｢宮守の
お米15㎏｣が贈られるとの特典が注目を浴び、
そのお得感が見直されたからです。会費の
一部は宮守川地域の棚田保全にも活用され
るとのことで｢ふるさと支援｣の一環として
も望ましいと人気の輪が広がった様子でし
た。我々もこうした活動がふるさとの発展
に貢献していくに違いないと思う次第です。
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一関ふるさと会は次年度創立130周年を
迎えます。記念事業として故郷の未来に向
かって貢献できることは何かを考えた結果、
一関市図書館へ図書購入費の支援を行うこ
とにしました。募金の目標額は20万円で、
会員お一人2,000円募金いただければ達成で
きます。
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令和７年６月15日、グランドヒル市ヶ谷
の会場に旧制中学校時代から歌い継がれて
きた校歌が響き渡り、新旧同窓生が和やか
に融合したところで在京関中一高会の総会
がスタートを切りました。
母校は創立128年目を迎え、同窓会の参

加者が、90歳から母校を卒業したばかりの
大学生までと年齢層が幅広いので、各年代
層に楽しめる企画をどうしたらいいか毎年
苦慮しています。そこで、ここ3年は人生
の要となる90歳・60歳・20歳の参加者の
方々に記念品を贈呈し、演壇で3分スピー
チをしていただいております。特に還暦を
迎えた方々のお話は人生の歩みの中で体験
したこと、これからの生き方への思いが語
られ大変有意義でした。

このたび、在京関中一高会の代表が加藤
基会長から小野寺麻利子新会長にバトン
タッチされました。
令和8年度の在京関中一高会は6月21日

(日)に銀座で開催予定です。
集合写真は出席者の半数の方しか掲載で

きませんでした。詳細は在京関中一高会オ
フィシャルWEBサイトをご覧下さい。
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ᶔᶪᵴᶇ

会 長 佐藤 勇次郎
副 会 長 佐藤 義治

〃 橋本 和宏

ꜞ
Ą330- 0042 ǈƷǒǱ ◑
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会 長 石輪 幸則
副 会 長 吉田 頼子

〃 小保内 偉男

Ą028- 6192 ם

╗
会 長 金田一 榮
副 会 長 下田 浩二
幹 事 長 中村 博之
企画部長 大道 明彦
会計監査 鈴木 勉
事務局長 金田一 榮( 兼任)

╗
Ą357- 0121

ᶔᶪᵴᶇ

会 長 市橋 賢悟
副 会 長 風張 富男

Ą259- 1133 √

ǈǂǙǵ Ǜ ƵǨǿǾǊƵȂǎǡ 会 長 君成田 三男
副 会 長 西橋 良子 安田 博

〃 畑澤 康弘
会計監査･会計 永田 規子・阿奈 富子
顧 問 大村 吉美 栗原 千賀子

〃 吉岡 篤

Ą146- 0081

ᶔᶪᵴᶇ
会 長 中野 勝寛
副 会 長 日影 正和 小向 鉄男

〃 及川 郁夫 藤井 とし子
顧 問 佐々木 務

( ) 
Ą207- 0012

ᶎᶝᶉᵸ
会 長 久慈 士郎
副 会 長 米田 忠男

〃 山根 正信
顧 問 桜庭 昌吾
幹 事 長 坂本 悟 （副）志村 良子

Ą270- 1165

ᶔᶪᵴᶇ
会 長 金子 得栄
副 会 長 上神田 梅雄

〃 井本 まき子
〃 小野 真美子

( É
Ą187- 0011

ᶃᶏᵴ
会 長 福島 義雄
副会長兼事務局長 木村 寛
副 会 長 上森 恵美子

Ą276- 0028

会 長 袖川 章治
副 会 長 斎藤 隆 崎山 恵子

〃 小泉 幸子 馬内 朋明
幹 事 長 舛森 智
副幹事長 外谷 隆浩 志村 良子

〃 中小路 準一

( ) 
Ą107- 0062

会 長 髙畑 昭四郎
副 会 長 澤藤 隆一 吉田 清美
顧 問 新里 孝二

Ą274- 0815

ᶔᶪᵴᶇ

会 長 阿部 勝夫
幹 事 長 彌勒地 功

Ą144- 0051

ᶔᶪᵴᶇ
会 長 名郷根 雅史
副 会 長 水本 良則 

〃 村松 弘衛

Ą156- 0057

ᶔᶪᵴᶇ

会 長 伊藤 彰

( )   
Ą176- 0013

ᶔᶪᵴᶇ
会 長 篁 範子
副 会 長 幅 弘

〃 工藤 博子

Ą105- 0004

ᶔᶪᵴᶇ

会 長 立花 功

Ą028- 4395
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ם

会 長 村上 一枝
副 会 長 増子 継子

Ą150- 0021

相 談 役 澤口 健児
支 部 長 高橋 弘美
支部長代行 工藤 三男

( ) Ⱡ
Ą358- 0021

ᶔᶪᵴᶇם

会 長 笹田 学

Ą100- 0012 Ⱨ
ם            

会 長 戸田 純

√
Ą174- 0076

ם ½ ם ╗

http://www.hakua.org/tokyo/

支 部 長 嘉倉 治
副支部長 工藤 政光

〃 ホラス 由美子
事務局長 十二林 三郎

ףּ
Ą109- 0182 ǡ ║
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会 長 勝田 祐治
副 会 長 太田 秀美

(岩手中学･岩手高校東京地区同窓会)

会 長 前関 邦明
副 会 長 上野 英夫 武田 範夫

〃 根田 晃

( É
Ą351- 0012 ♁

ᶔᶪᵴᶇ

( ) ♣
Ą020- 0692 □

ǨǾǈǛ
( )

ם

会 長 後藤 良平
副 会 長 佐藤 秀二

Ą155- 0032

ם ꞉

支 部 長 三浦 伸雄

◑
Ą335- 0031

ᶔᶪᵴᶇ

会 長 瀬川 紘一

Ą103- 0004 ꞉

ᶔᶪᵴᶇ
名誉会長 折笠 英夫
会 長 渡邊 嘉二郞
副 会 長 菅野 建弘

〃 熊谷 忍
幹 事 長 菊池 潤

( ) 
Ą133- 0052

꞊

会 長 菅野 徹

( ) 
Ą215- 0024

ᶔᶪᵴᶇ
会 長 菊池 愛典
副 会 長 及川 伸 菊池 伯

〃 大和田 則夫
事務局長 佐藤 眞司

Ą350- 1165 Ɫ

᷆

会 長 及川 学

Ą261- 0004

会 長 及川 昭造
副 会 長 菊地 博

Ą276- 0020

支 部 長 石川 詔一

Ą208- 0021 ȭ

(あひる会)

会 長 菊地 英雄

♣
Ą342- 0050 ♁

会 長 白土 正治
幹事長兼
事務局長

·
Ą179- 0076

(宮古会)

ᶔᶪ ᶍ

会 長 村上 進
幹 事 長 佐藤 満

Ą340- 0006 נּ

ᶔᶪᵴᶇ

会 長 木川 正博

Ą170- 0012

ᶔᶪᵴᶇ

会 長 小原 八郎
副 会 長 鈴木 信平
幹 事 長 前原 克郎

Ą355- 0214

会 長 吉田 健彦
幹 事 長 口町 茂昭
事務局長 佐藤 京子

Ą330- 0841 ǈƷǒǱ

(宮古水産高校東京同窓会)

ᶎᶝᶥᶩ
会 長 石森 寛
副 会 長 臼澤 徳寿 

( ) Ⱡ
Ą116- 0014

ᶔᶪᵴᶇ

会 長 金﨑 雄三郎

Ą184- 0012 ║

ᶞᶣᶡᶩᶔᶪᵴᶇ
会 長 菅原 團三郎
副 会 長 菅原 健吉( 幹事長兼務)

〃 宮崎 洋子 照井 民夫
〃 菊池 昭二

║
Ą158- 0081

支 部 長 石森 寛
事務局長 多田 傑
事務局次長 佐々木 耕作

Ą242- 0006

ꜛ
会 長 中江川 麗子
副 会 長 杉岡 俊太郎 小松 裕史

〃 正木 玲子 菊池 敏光
幹 事 長 菊池 昭二

Ą230- 0071 יִ

支 部 長 波岡 實

Ą144- 0051

◐ ᶔᶪ

会 長 山口 紀代子
事務局長 佐藤 政男

Ą230- 0031 יִ ↨

佐々木 泰二
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╗ ᶔᶪᵴᶇ
会 長 佐藤 敏郎
副 会 長 臺 義彦

〃 伊藤 春雄

√
Ą183- 0022

ᶔᶪᵴᶇ

会 長 小野寺 泰久
副 会 長 佐藤 光生

Ą029- 0803 ╗ ◐ ◐ ȭ

ᶔᶪᵴᶇ
会 長 小野寺 正明
副 会 長 池野 とよ

〃 徳山 シメ子

( É ♁
Ą355- 0037

一関市

会 長 上野 仁子
副 会 長 伊東 道郎

〃 菅原 健

( ) 
Ą114- 0012

ᶔᶪᵴᶇ
名誉会長 西村 専次
会 長 浅利 日和
副 会 長 鈴木 孝夫

〃 鈴木 郁男

( É ·
Ą206- 0011

ᶔᶪᵴᶇ

会 長 小野 春芳

Ą162- 0812

╗

会 長 小野寺 麻利子
幹 事 長 齋藤 憲三

( ) 
Ą341- 0018 ╛

(一関一高同窓会東京支部)

◐

支 部 長 佐藤 政男
副支部長 小山 勝一

〃 岩山 宏

( É Ⱡ
Ą243- 0426

╗

支 部 長 松村 敏章
副支部長 千葉 文男

〃 小野寺 敏

Ą359- 1128

会 長 及川 志郎
副 会 長 伊藤 徳男

〃 小林 慎一
事務局長 千葉 秀喜

Ą07/֮///0

ᵴᶲᶩᵮ
会 長 新沼 岩保
副 会 長 山田 光子

〃 大久保 善成
事務局長 鈴木 浩二

Ą145- 0064

ᶔᶪᵴᶇ
会 長 高橋 精一
副 会 長 柏崎 育三 松田 豊

〃 多田 悦男
事務局長 熊谷 富雄
事務局次長 佐々木 恵美子

Ą339- 0065 ǈƷǒǱ

ᶘᵳᶂᵲ

代 表 高橋 孝一郎

Ą130- 0022

(在京国税岩手県人会)

会 長 菊池 満

Ą345- 0823

会 長 朝橋 忠三
副 会 長 長谷川 利江 小谷地 正司
顧 問 宇部 泰久
幹 事 長 清宮 篤

Ą264- 0021

╜
会 長 根子 清
幹 事 長 伊藤 洋男
事務局長 角田 功

( ) 
Ą319- 3523 ╜
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令和８年１月１日現在（７５団体）
団 体 名 代 表 者 団 体 名 代 表 者 団 体 名 代 表 者

二戸地区 盛岡地区 一関いわい地区

在京ふるさと浄法寺会 佐藤 勇次郎 旧盛岡藩士桑田関東支部 鈴木 嘉孝 東山町ふるさと会 小野寺 正明

在京二戸人会 石輪 幸則 岩手中部地区 大原同郷人会 上野 仁子

在京一戸人会 金田一 榮 在京花巻ふるさと会 瀬川 紘一 ふるさと平泉会 浅利 日和

在京九戸村ふるさと会 市橋 賢悟 北上ふるさと会 渡邊 嘉二郞 藤沢ふるさと会 小野 春芳

東京福陵会 高瀬 雅一 胆江地区 在京関中一高会 小野寺麻利子

在京軽米会 君成田 三男 首都圏奥州市江刺人会 菅野 徹 千厩高校同窓会東京支部 佐藤 政男

久慈地区 江刺ふるさと会 菊池 愛典 一関二高同窓会関東支部 松村 敏章

久慈ふるさと会 中野 勝寬 在京金ケ崎人会 及川 学 気仙地区

野田はまなす会 久慈 士郎 首都圏水沢人会 及川 昭造 在京陸前高田人会 及川 志郎

ふるさと普代会 金子 得栄 水農同窓会東京支部 石川 詔一 首都圏さんりく大船渡人会 新沼 岩保

東京大野つばさ会 福島 義雄 岩谷堂高校関東圏同窓会 菊地 英雄 ふるさと住田会 高橋 精一

久慈高校同窓会東京支部 袖川 章治 宮古地区 在京広田人会 菊池 満

盛岡地区 東京宮古同郷会 白土 正治 首都圏県人会

在京雫石町友会 髙畑 昭四郎 ふる里山田同郷の会 村上 進 ベごっこ会(在京国税岩手県人会) 高橋 孝一郎

紫波町ふるさと会 阿部 勝夫 岩泉町ふるさと会 木川 正博 四街道市岩手県人会 朝橋 忠三

ふるさと矢巾会 名郷根 雅史 在京田野畑村ふるさと会 小原 八郎 岩手県人会茨城支部 根子 清

八幡平ふるさと会 伊藤 彰 東京岩水会 吉田 健彦 企業関係

葛巻ふるさと会 篁 範子 釜石遠野地区 岩手銀行東京営業部 菅野 彰史

岩手町ふるさと会 立花 功 釜石はまゆり会 石森 寛 北日本銀行東京支店 小林 渉

東京盛岡ふるさと会 笹田 学 ふるさと大槌会 金﨑 雄三郎 東北銀行東京支店 佐々木 潤

在京白堊会 戸田 純 みやもりふるさと会 菅原 團三郎 岩手日報社東京支社 菅原 智広

東京柏葉会 山川 裕一 釜石高校同窓会関東支部 石森 寛 IBC岩手放送東京支社 若槻 修

盛岡二高白梅同窓会東京支部 村上 一枝 遠野郷人会 中江川 麗子 岩手県東京事務所みちのく会 高橋 孝政

盛商同窓会東京支部 高橋 弘美 釜石商工高校同窓会関東支部 波岡 實 戸田建設岩手県人会 佐藤 一寿

盛工同窓会東京支部 嘉倉 治 一関いわい地区 岩手日日新聞社東京支社 跡部 聖文

東京石桜同窓会 前関 邦明 千厩町ふる里会 山口 紀代子 岩手県産株式会社東京支店 茂市 克

滝沢ふるさと会 勝田 祐治 一関ふるさと会 佐藤 敏郎 株式会社久慈設計東京本社 久慈 竜也

盛岡三高鵬同窓会関東支部 後藤 良平 岩手川崎ふるさと会 小野寺 泰久 株式会社いわてアスリートクラブ 坂本 太樹

盛岡中央高等学校関東支部同窓会 三浦 伸雄

ǨǾǈǛ 10.25 ȋºȱɄȯɔ ɒɜșȏȬȲ

10 5.23

╗ 6.21 3

ǨǾǈǛ

4.19 ȕºȰɜȺɕȢ

11.21 ȋºȱɄȯɔ ɒɜșȏȬȲ ǨǾ ǡ 6.21 ȕºȰɜȺɕȢ

ǨǾǈǛ 10.25 Ⱥɜ

ǨǾǈǛ 10.4 ǨǾǈǛ 7.4 Ʉȯɔ

ǢǱǝǌ 6.21 9.27

ǨǾǈǛ 10.25 ȕºȰɜȺɕȢ ꜛ

Ǘǣǈ 2 ȺºȘȞȍȲɀɒȟ ǢǱǹǽ 6.27

6.27 ǨǾǈǛ

ם ǲǷǵǽǨǾǈǛ 6.21

10.10 ȋºȱɄȯɔ ɒɜșȏȬȲ ǝǊ

ǨǾǈǛ ꜛ 5.17

ǨǾǈǛ 10.31 ȭ ɀɒȟȑȾ

ǨǾǈǛ 5.31 ȋºȱɄȯɔ ɒɜșȏȬȲ ╗ ƷȂƷ

ǨǾǈǛ 1.25 ȋɔȔȰȌȋ ɟ ◐ ǨǾ 10.18 ȋȢȨº שׁ

ǨǾǈǛ 6 Ʉȯɔɋɜȱɕ ╗ ǨǾǈǛ 10.4

ǨǾǈǛם ǨǾǈǛ 11.23

5.9 ȕºȰɜȺɕȢ ǨǾǈǛ 11.23 ȋºȱɄȯɔ ɒɜșȏȬȲ

4.18 9.27 ȋºȱɄȯɔ ɒɜșȏȬȲ

ם 6.7 ǨǾǈǛ 6.13

6.27 ȕºȰɜȺɕȢ ǨǾǈǛ 4.5 ɄȯɔɊȱɖɆɓȨɜȑȲɋɜȱ

10.3 ╗ 6.21

10.3 ◐ 6.14

ǨǾǈǛ ╗ 9.19

ם 2.7 șɓºɜȺɕȢ

ם ꞉ 11.22

ם ǈȆǽǂ 11.21

ǨǾǈǛ ǝǊ

ǨǾǈǛ ǝǊ 6.27 שׁ ǝƾǻǊ

ǨǾǈǛ 11.7 ȕºȰɜȺɕȢ

ɂǇǖǆ ( )

꞊ 2.22 JR ♯ ǲǔǡǂ

ǨǾǈǛ ɒȍȓɜ ╜

Ț 10.18 ȋºȱɄȯɔ ɒɜșȏȬȲ



(14)

ᵀ Ј

令和７年6月8日（日）東天紅上野店で、2６２名が参加して第51回「岩手県人の集い」総会・懇親会を開催しました。
来賓に岩手県から階猛衆議院議員、八重樫幸治副知事、工藤大輔県議会議長並びに各市町村の代表者をお迎えして、元気に活躍
するふるさと岩手の情報とふるさとへの思いを共有し、会員相互の親睦と交流を深めました。
総会では白土正治会長から、去る2月26日に大船渡で発生した大規模林野火災への災害義援金の呼びかけがなされ、目録が藤枝
修大船渡市副市長に贈呈されました。懇親会では義援の呼びかけに207,880円に達する募金が寄せられました。ご協力に感謝申し
上げます。
アトラクションでは、大江戸さんさのみなさんの軽快な太鼓と笛の音色、幸せを呼ぶ「サッコラチョイワヤッセ」の掛け声に合わせて踊る
姿に、岩手の伝統文化の素晴らしさを感じました。また、オペラ座の怪人に扮したCantante（イタリア語で歌手）柴田泰孝さんの会場
一杯に響き渡る歌声に元気をもらいました。
会場入口では、いわて銀河プラザから出張した職員が県産品を販売、たくさんの美味しいものに出会うこともできました。
楽しい時間はあっという間に過ぎ、三本締めでお開きの後、お土産の県北の特産品を手にみなさん帰途につきました。

第 5 １回岩手県人の集い

令和 ７年新春の懇親会

令和７年新春の懇親会を、２月２日(日)東天紅上野店で２２１名が出席して開催しました。

司会進行を曽部事務局長が務め、白土会長、高橋岩手県東京事務所長の挨拶、菅原岩手日報社東京支社長の発声で各卓上に用
意された岩手の清酒で乾杯して開宴しました。
開宴後は和やかな会話と料理･酒を楽しみながら懇親を深めました。アトラクションは金津流横浜獅子躍で、会場狭しと舞踊る勇壮な
演舞で賑やかな懇親会となりました。
会場の入口では、いわて銀河プラザから出張してきた岩手県の産品が販売され、多くの人が買い求めていました。

会長挨拶 会務報告 義援金目録贈呈 八重樫副知事挨拶 工藤県議会議長挨拶 司会進行

乾杯(階衆議院議員) アトラクション(大江戸さんさ) アトラクション(柴田泰孝さん) 県産品販売

第23回ゴルフ大会を令和7年10月8日(水)紫カントリークラブで開催しました。参加者は
124名で、秋の晴天に恵まれて絶好のゴルフ日和となり、前回よりも多数の参加者で熱戦が
繰り広げられました。令和8年も10月8日(木) 紫カントリークラブで開催します。多くの参加
者で盛り上げたいと思っておりますので、皆様のご参加よろしくお願いいたします。
第23回ゴルフ大会の結果は次のとおりでした。
【団体戦】優 勝：東京宮古同郷会（松本哲男・櫻隆・宇佐見貴士・平野恵美子）

準優勝：岩泉田野畑Gp（今野博樹・佐々木義弘・工藤輝男・幅野眞智子）
第３位：おおとりゴルフ部会（小家山誠・太田晶久・細野清之・高橋信）

【個人戦総合】優 勝：宇佐見 貴士（東京宮古同郷会）

準優勝：吉田 明（東京福陵会）

第３位：佐々木 晃（東京宮古同郷会）

【レディース戦】優 勝：幅野眞智子（岩泉田野畑Gp）

準優勝：藤島弘子（ふるさと普代会）

第３位：平野恵美子（東京宮古同郷会）

【ドラコン賞】畠山真寿（遠野郷人会＆みやもりふるさと会）

永吉和仁（ふるさと普代会）

佐々木秀一（ふる里山田同郷の会）

和嶋憲男（東京福陵会）

【ニアピン賞】中村勝（遠野郷人会＆みやもりふるさと会）

佐藤孝一（おおとりゴルフ部会）

坂本敦子（八幡平ふるさと会）

安保勝己（八幡平ふるさと会）

村井雄一（ふるさと矢巾会）

【エージシュート賞】菅野弘（首都圏水沢人会）

岩手県人連合会ゴルフ大会 第1回高尾山ハイキング

令和7年6月22日(日) 岩手県人連合会ハイキング同
好会は、初めての活動として東京都八王子市の高尾山
へのハイキングを、参加者17名で実施しました。
高尾山は交通の便が良く、登山距離も3㎞ほどと初心
者にも登りやすい山ですが、タオル･着替え･水分･副食･
服装等、山登りの準備を整えて実施しました。
当日は晴天に恵まれた絶好の登山日和となり、体調に
合わせて途中までケーブルカーを利用する組と、二手に
分かれて頂上を目指し、頂上からの景色を堪能したのち、
薬王院まで下山して解散しました。
全行程を通じて怪我や事故等もなく無事終了すること
ができ、今後もハイキング活動を継続して、会員相互の
交流促進と健康増進につなげていきたいと思います。
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平成27年(2015)に広報担当になり、会報の作成を手がけて10年あ
まりになりましたが、試行錯誤しながら内容の充実に努めてきまし
た。第34号からはカラー紙面に切替えるとともに、印刷原稿を自分
で作り上げて作成費を抑え、50周年記念誌作成費用の足しにしまし
た。コロナ禍で活動が自粛されていた時期も会報の発行を続けるこ
とができましたのは、加盟団体の皆様のご協力と協賛企業等の皆様
のご支援のおかげと感謝申し上げます。今回で担当を終わりますが、
「きずな」紙面の充実発展を祈念しています。 （佐々木泰二）

大船渡市へ義援金贈呈

令和7年2月に大船渡市で発生した大規模林野
火災に関して、6月の岩手県人の集いで寄せられ
た義援募金207,880円に、岩手県人連合会から
の拠出金とあわせて288,880円を大船渡市に贈
呈しました。贈呈式は8月6日に岩手日報東京支社で
行い、白土会長から首都圏さんりく大船渡人会の新
沼会長に託しました。
この様子は8月16日の岩手日報に掲載されました。

幹事会開催

令和7年4月26日に第

1回幹事会、10月24日に

第２回幹事会を新宿サン

パークビル7階ホールで

開催して、財務状況、活

動状況、役員の改選等を

議題として審議しました。

2025献血奉仕活動

令和7年春季献血活動は5月１１日、二戸・久慈地区、盛岡地
区、一関いわい・気仙地区の担当で、秋季献血活動は11月２日、
岩手中部･胆江地区、宮古･釜石遠野地区の担当で、池袋駅東
口で行いました。
両日とも晴天に恵まれ、適時の水分補給と休憩を取りながら
活動し、活動参加者の岩手県人連合会奉仕活動と印字された、
ポケットティッシュを配布しながらの熱心な呼びかけに応えるよ
うに、多くの皆様に献血に協力をしていただきました。また、「そ
ばっち」の着ぐるみの登場により、多くの協力者を呼び寄せるこ
とができました。
令和８年も春季・秋季の2回の奉仕活動を予定しております
ので、引き続きご協 をお願いいたします。

岩手県産米寄贈

岩手県人連合会は、11月7日豊島区要町にある岩手県学生
会館を白土会長以下4名で訪れ、岩手県産米60kgを寄贈しま
した。
「岩手の米を食べて岩手の若者に元気になってほしい」と、令
和5年から毎年寄贈しており、今年で3回目になります。
お米は、一関市花泉町油島の農家沼倉新規（としき）さんのご
協力で、新米の「ひとめぼれ」を無洗米に仕上げ、30kg入り2
袋を届けてもらい寄贈しました。。
学生会館には岩手県出身や岩手県ゆかりの大学生や専門学
校生の男女55人が生活しており、歴代の館長は岩手県立高校
の退職校長先生が務めているとのことで、現館長の中塚館長
は県立支援学校の校長先生を退職後、すぐに単身赴任し4年
目だそうです。
白土会長からは、「県産米だけではなく、岩手県沿岸特産のワ
カメなども寄贈できるようにして、さらにふるさと岩手県を想う
気持ちを持ってもらいましょう。」とエールを送りました。
学生会館で勉学に励んだみなさんと、岩手県人連合会やふる
さと会でご一緒するのを楽しみにしております。
寄贈の様子は岩手日報東京支社が取材し、11月8日に岩手
日報へ掲載されました。
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岩手県人の集い第52回

令和８年度(2026)岩手県人連合会総会
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☆総会案内：案内チラシ、出欠ハガキ

等は、後日、加盟団体の連絡担当者

に送付いたします。

☆プログラムの都合上、加盟団体推薦

による出演はご遠慮させていただき

ます。
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